
大和観光株式会社運輸安全マネジメント 

 

❑はじめに 

 大和観光株式会社は輸送の安全が最重要であるという認識を社長以下全社員すべてに

浸透させ、輸送の安全に関する計画の策定・実行・チェック・改善を繰り返し、安全マネ

ジメントの継続的改善を行い、常に輸送の安全確保の向上に努めてまいります。 

 

❑運送の安全に関する基本的な方針 

 社長は輸送の安全確保が事業経営の根幹であることを深く認識し、社内において輸送の

安全確保に主導的な役割を果たします。また、現場における安全に関する声に真摯に耳を

傾けるなど現場の状況を十分ふまえつつ、社員に対し輸送の安全の確保が最も重要である

という意識を徹底させます。 

 輸送の安全に関する計画の策定、実行、チェック、改善を確実に実施し、安全対策を不

断に見直すことにより、絶えず輸送の安全性の向上に努めます。また、輸送の安全に関す

る情報については積極的に公表します。 

 

❑運送の安全に関する取り組み 

 ・朝礼時に輸送の安全が最重要であるという認識を全社員一致して持つよう訓示します。 

 ・国土交通省より配信されるメールマガジン「事業用自動車安全通信」を掲示し社員間

で事故撲滅のための取り組みについて話し合います。 

 ・乗務員は定期的に独立行政法人自動車事故対策機構主催の適正診断を受け、自己の性

格・動作の判断力を認識し、安全運転の向上に努めます。 

・健康体であることが安全運行の基本であることを認識し、乗務員は健康診断を完全に

行い、安全運行に支障のきたす疾病のチェック及び生活習慣病についても注意をはら

い体調の管理に万全をつくします。 

 ・運行管理者及び補助者は輸送の安全に関する講習を積極的に参加し、常に最新の情報

の入手に努めます。 

 ・ドライブレコーダーのデータを活用した効果的な指導・監督・フォローアップを行い

運転者の技能の維持・向上をめざし事故削減につなげます。 

 ・社外で行われる交通安全コンテスト等に積極的に参加します。昨年に引き続き大阪府

無事故・無違反チャレンジコンテストに参加し、ドライバーの安全運転への意識向上

に繋げます。 

 

 

 

 



❑運送の安全に関する目標及び達成状況(令和 1年度) 

重大事故ゼロ・・・(令和 1年度発生件数ゼロ) 

事故件数・・・・・(令和 1年度発生件数 16件、平成 30年度 11件 5件の増加) 

          後退時自損 2件→4件  

          離合時事故 4件→11件 

          その他事故 5件→1件 

❑令和 2年度目標 

       重大事故ゼロ 

       事故発生件数 16件→11件 

       事故発生件数３割減をめざします。 

バックで車両を幅寄せする際の接触事故が依然発生。 

狭い道路での電柱等の障害物との接触事故が増えました。焦りと油断、確認不足が原因

となっている。気を緩めることなく適切な速度調整を行い、左側の確認を徹底します。 

事故事例を掲示して危険の認識を社内で共有します。 

 

社内掲示・朝礼時訓示 

 

「プロドライバーであることを常に意識し、他の運転者の模範となろう」 

 

 

❑運送の安全に関する重点施策 

・ドライブレコーダーの活用 

 運行データに基づく安全対策を推進します。 

 ヒヤリ・ハットの報告を推進して画像データによる情報の共有ができるようにしていき

ます。 

・シートベルト着用の徹底。 

走行中席の移動を絶対にしない。 

確実に停車するまで席を立たない。 

これまでも運行前に注意事項としてお願いしてまいりましたが、守っていただけないお客

様に対して運行の中断も含め対応する等のご説明をさせていただき、徹底した対応をして

いきます。 

・車内消毒の徹底。 

新型コロナウイルスが拡がりつつあります。車内消毒を徹底します。特に手摺等多くの方

が頻繁に触れる箇所は入念に清掃・消毒します。指先消毒液を携行しお客様に使用をお勧

めします。入手次第順次備え付けていきます。 



❑運送の安全に関する計画(令和 2年度) 

 令和 1年度でドライブレコーダの全車装備を完了致しました。 

 新規購入車輌に衝突被害軽減ブレーキ・ふらつき注意喚起装置等の安全装置の装着した

車輌を導入します。令和 2年度は 2両導入予定。 

 

❑運送の安全に関する教育・研修の計画 

独立行政法人自動車事故対策機構主催の適正診断・・・２名受診 

独立行政法人自動車事故対策機構主催のセミナー・・・２名受講 

 

 

 

 

令和 2年 3月 20日 

大和観光株式会社 

 


